※印稱じお A のない Jg たは蜘となりますからと、ずごが^^,くどさい。 ■ — 

Iが証巧閒でもホのょうなちがこはを雌埋となります. 

(イ）巧用上の誤り' またはな造や不当な楼巧にょるめ棋またはお巧。 

(口）わ買い上けをの落下、引つ巧し' W ぶをじょるめ巧または洁巧。 

い、）火巧，地毎，水ぎ、を雷、その他の天災地を、むおやおおを圧じょるホ苗または巧化 
(二）ま両.船がじとう巧して使巧されと巧合じをじため時または巧が. 、 。 

【ホ）菜持用に巧用されて生じため障または損が。 

<へ）本書のご巧示がない巧を。 

(り本まじお買い上げ年ち日，おぎがを、阪をなをの記人のない巧合あるぃは宇巧ををき* 
えられた巧な。 

2. この商品について出張楼巧をごホ望の巧合じは' 出おじ要するまさを申しさけます 

3. ごむほの巧をは事前にお買い上げの販売なじご巧なくどさい。 ‘ 

4. 贈巧品等で本まじ記入してあるお買い上げの股売店:じ授巧をご化がじなれなぃ巧合には、日 

r な寒ホがIご巧誤‘窗ローおまをごおのうえ，お近< のを口じご巧なください。 、 

5 . 本垂は冉が巧いたしま甘んのでか失しないょう大切に巧がして<ドさい 

6. 本丢は曰本巧内 においてのみな巧です。 Effective only in Japan. 

• この巧なをは本基じ明示した巧閒、ホかのもとにおいて巧料を巧をお約かするものでホ 

したがつてこのな部書じよつておぞなの法ホ上の巧利を制おするものではありませんのでが 
貫類が巧をの怯埋巧じついてごす巧の巧合は，お貫い上げの販売なまたは日立《巧品ご巧該 
を[] •■ K： をのを川：も邮、をれせくどか。 

♦がな明閒鞋過ホのを埋，補な用 tt 能部品の巧有巧巧じついて巧し < は' 化お説巧窒をごち< ど 
さい。 

が巧メモ 


と 株式をな曰立製作所 づ 
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曰立ジャー巧飯器保話害 [ mm ] I 


なな期巧みじ！ S 漏龍，ネかラベルずの化旨-》きじしたがゥて jE 巧な伽が jg で@用し 3. 

め巧した巧なじは' ホま記な巧をじもとづきお買い上げの胺燃が無巧な埋い产 します ミ 

諸店;‘:?^蒜^^に鱗した脑んなぉけまをぉ持ちぃただき’ゎ買ぃが4 
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な巧 

ごごな巧 
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KOGAAAA 


日立ジャーげ飯器 

取扱説明書 

〈保証書付〉掠がに]いています 

R 之- DM 3 お 

福用 


ち < じ 


る全のためおずお守日ください . 2 


を部のなまえ . . . 3 

ごはんの巧きかた 

/白米•胚芽米•巧込み••…4 

タイマー CD 梗いかた . 6 

早巧をで快くとさ . 7 

おかゆの巧をかた . 8 

おいしくをべるひとくふラ . 9 

お手入れ . 10 

こんなとをは . 11 

か叛容蛋と 


巧をあがるまでの時間の目ま-12 


仕樣 . 12 

保話とアフター ヴー ビス . 13 

料理例 . 14 

保罰舍 . 巧表紙 


* この巧の説明含をよくお読みになり，正しく 
ご使用 < ださい。 

♦お筑みになつたあとは，ご相談お □- ち表と 
とをに大切に保なしてください。 






















安全のため必ずお守りください 


■ここにおしたま另は，をきや巧 S をモ巧に巧!]:するために重ちな巧容ですので、么サ守つてくだごし、。 
A が化人が死亡まなま重*を負う可能性が巧絵表夕の例 

A 胃 g 定される內容。 巧[>^〇お号は、「お止」（しないでくたさ 

し、)をのします。 

A を意説' Si 謂晶譜 f 驚物的損害のを折黑はしま「す画他ずしてくださ 


人がな至を育う巧能巧5び物的損害の 
みのお生び想定されるの容。 


な造はしない 

巧巧は術者な外の人は、巧巧に巧巧し 
たり修理をしない 

义ぶ.巧電‘けびの原因 
慘理はお育い上げの販売店または日立すお 
_品のおぎ樣ご相談窓□にこ相談ください 

すさ間にピンやか金などの金巧物ま、 

巧巧を入〇ない 

巧巧や異巧お作によるけびの原因_ 

0 コードを巧つけたり、巧損さだたり、加 
エしたり、無理に曲げたり、引っ巧った 
0、ねじったり、たばねたり、ちいちの 
をのせた0、はさみ込んだ0しない 

巧巧-义ぶの原因 


子供だけで巧用さだに0、功児の手の 
届くところで巧用しない 

巧逗-やけど-けがの原因_ I 

〇 プラグの巧や巧の取0巧け巧巧にほこ 
りび巧巧している場合は、よくふく 

乂ぶの原因_ 

水につけた0、水をかけに0しない 

巧涅.シヨートの原因 

コードやプラグがなんでいた0、コンセン 
卜の差し込みがゆるし化きは巧巧しない 

巧巧.シヨート-発义の原因 

交流100 VL ソベの巧おは巧用しない 

巧窜-乂ぶの原因 


〇 

プラグを巧くときは.コードを持たず 
にブラグ部分を持って引き巧く 

巧巧•シヨート*発乂の原因 


水のかかるところや、义気の巧くでは 
使用しない 
巧巧.漏巧の原因 

Q 

専用の內がま iu 外は巧巧しない 

お巧-異ちか作の原因 


不を定な巧巧や新においな巧の上では 
使用しない 义ぶの原因 


を 

巧用時な外は、プラグをコンセントか 
ら巧ぐ 

锻塚劣化による席巧-煮巧による乂が- 
やけどけびの原因 

〇 

コードをさをとるときは、プラグを持 
つておこなラ 

フラブやコードびあたり、けびの原因 

€) 

巧気□に手をふれない 

やけどの原因 

特に乳幼児にはふ n ごだない 


•持ち宙ぴ中にフックポタンにふれないで< 
ださい。 

列ぶたび開くことびあ0、やけど、けびの原 
因にな0ます。 

■直が曰化のあたる巧、巧のかかりやずい巧 
では巧用しないでください。 

を色‘を巧の原因にな 0 ます。 


I ふきんをかけて使用しないでください。 

巧お-故困の原因になります。 

I おネ反、忌ち七ンヴ ー、 巧がまの巧とつばがの 
兵巧は取りおいてください。 

故揭やラまくが:けない原困になります。 




刃 


はホしかた 

のみたを60•まで巧く。 

③成たを失印の方向に引く。 



はずずとさは、外周部を押し、巧 
いた方に指をかけ、手前に引<。 
つけるとさは，巧気□に巧気巧丈 
フを負わせて，巧ぶたを巧し込む。 
巧気パイプ 


巧ぶた 


保温ランフ- 

保温/切キ- 

巧がランフ- 

巧巧キ- 

炊がするとをに巧す。 




-- 、 

/ " ^1111、、 


-メニュ ーキー 
白米、 早炊き、 
おかゆを窠ぶと 
さに巧す。 

タイマーランフ 

—タイマーキー 
タイマーチ巧ず 
るとさに件す。 


各部のなまえ 



、上 ま 
さめ つ 
弓な 、 

D な み 
く、 込 
つで し。 
ゆろ。差す 
ちこる ら巧 
た持とげ かて 
かをた上た上っ 
しみっさかめ待 
サまま引けなを 
はつ止につなみ 




















ごはんの炊をかた/白米-胚芽米-巧込み 



準備 


3カップのお米を炊くとを 


お米をはかって洗う 


巧がまをセツトずる 



I 巧巧のか■カッ^でお米を3巧 （3 合）はかり、 
別の容器で洗う。 

たっぷりの水でヴッとかを渴ぜ、水を巧早く括 
て水がされいになるまで手早く洗ラ。（洗米がホ 
十分なとをは、巧めのおこげができまず。） 


• 平らなところで、白米「3」の目盛りまで水を入 
れ、お米を水平にならして、巧がま巧本巧にセ 
ットずる。 

• 巧がまの度と巧巧び、/ /I I 

課齡にのがま Ili 

•競其吉績 

める。 I I 


参付 g のか量カツスま.ずりきり1巧が，約1 80 ml 
(め1合）でず。 



•巧びまのまわり、ほの水ちをふきとつてくださ 
し、。 

♦ 巧ぶたがついているか確かめてくだホい。 


♦巧なておなどを巧わず、必ず手で洗ってくださ 
しん 

• 巧込みは白米の度大巧が屋までかけません。 
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♦白米.狂を米.巧込みを自巧的にかきわけまず。■巧をあびると、「保温ランブ」が冉、打しまず。 


使用後は 


Qi / mJ キーを巧してフラグを巧く。 


♦コー ドを引き出ずとホはフラグを待って、コー•つゆ受けの水は、巧用のつど巧ててくださし、。 
ドを左ち.上下にこじらないようまっずぐ引い •ごはんは、 全化をよくほぐさないとべとついた 
てください。なお，コードはフラグをコンセン 0、固まった0します。 

卜に差し込んだとをかしたるむよう、及めに引 
を出して < ださし、。 
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タイマーの使いかた 

♦ r 何時盾!をにをべたいか」をセットずるタイマーです。 
♦タイマーは、1〜12時な30分までセットでをます。 


圆8時間30分後に食べたいとき 

(現在巧の10時で，翌朝6時30巧にるべたいとをには. 8時な30分をなので「8時な30分」をセットする） 



/ タイマ キーを Jffl ず 

2 巧飯キーを押ず 

巧」、「30」、「が飯ランフ」び 
なみずる。 

►ゴ & 猫を 

「8_1、 「30 J の点度び止まり、 
「タイマーランプ」び点灯ずる。 


\_/ 点巧） 


•孤分巧ので合わせられまず。押し桥けると早を 
0にな0ます。 


♦タイ7—がスタートしまず。 

• 巧をあが0までの時巧を 3 W 単位で表示し、巧 
技が始まるとおえまず。 

• 所定の時刻になると、巧巧がスタートしまず。 
♦巧さあがると、 r 保為ランフ」が点灯します。 


タイマー•の使えるメニューと時間 
^~1時酿〜12閑30分を 
10^30分を〜12時間30分を 

♦水巧、室巧， 巧 圧、巧な屋.水な]巧などにぶ0、 
巧をあがりはセツトした時巧よりみか前をずる 
ことがあ0まず。 

♦ タイマーの巧えないメニュ ー 

か込み、 ちがゆ，底穿米は巧味巧が幻:巧して 
ラまぐ巧けなかったり、いたみやずいのでタイ 
マーは使用しないでください。 
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タイマーセツト時間の変更.お消し 


♦ タイマースタート巧にセット時巧ををちずると 
をは®)キーを巧してからセットし直して < だ 
さい。 

♦タイマーを取消ずとさは，@キーを伸してく 
ださい。 

♦タイマースタートを、フラグを巧くとセットが 
吸肖されまず。をラ~なセットし固してくださ 


早炊きでげくとさ 



♦ メニ:!ーキーを巧ずごとに、巧次メニュー表示♦巧をあがると、 r 保温ランフ J が点のします。 
(—の化 ■) が巧ねりまず。 ♦巧さあが0は、「白米」で炊くときよ0をが no 分 


をくな D ます。 


• 早巧をを表示しているか確扱してぐださい。 

参早巧さでは、自米];例•はが:かないでください。 


む5しに入ると 


I 巧をあが D までの時巧を1分をざみでま巧しま 
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おかゆのげさかた 


全びゆ 


5分がゆ 


お米の ■ r おかゆの 

___( カッフ数）水の醒り 

思が i ] om に 5) _0.5 _ 

垣乂 0.18 L ( 1 ) 1 

运み0.045 L (0.25) 0.5 

a 大 0.091■の切 1 


画11カップの全がゆを炊くとを 

イ お米をはかって洗い I 「 グ) フラグを差し込み1 I グ） - 

I 巧びまをセットずる1メニューを選ぶ|〇快飯キーを巧ず 


■hhb 


■ (■おかゆ」の rij の目な0ま ♦メニユーキーを巧ずごとに、顆♦「巧なランフ」が点なします。 
で.水を入れる。 なメニユー表お（—の位! 1) 

が巧わ0まず。 

4 かをあひったり 

_おかゆをかき畜せる 


• おかゆを巧示しているかなをしてください。 


む5しに入ると 


• 巧をあがると「巧活ランフ J が 
ななしまず。 

•巧沼はしないでください。 

• おかゆは時巧がたつとの0がにな0まずので、 
をめにお召し上がりくださし、。 
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おいしく食べるひとくふう 


お米は正しくはかる 


^巧属の計■カップ 
^すりさ CM 杯 I 
ク I 了 N 刺弧 ml , 

ぃノノ附1合 ） J 


計蛋 米びつは巧いかた 
によってお米の■が異 
なることがありまず。 
また 計 ■表示の通が、 
巧が谢■カッス巧1さ） 
の*とまなる場合があ 
りまずのでよくご確認 
<ださい。 


統米は手早く十分に 


洗米はを切の水をいち 
早<吸収しまず。ヌカ 
のにおいがつかないよ 
うにち切の水は手早く 
捨てましよう。 

水がきれいになるまで 
十分に洗いましよラ。 


水加減はお米にをわせて 




お 米の 種巧 

軟 

n 

米 

巧 

一： 

米 

硬 

巧 

米 

巧 


米 

S 

まぜ 

米 

胚 

す 

米 

m 

巧 

ザ 


ごはんのうまごを左 
ちずるのは水加ぷ。 
おいしいごはんを巧 
くために、お米にち 
つた水如巧を見つけ 
ましよラ。 

白ザの水如-成 

目盛0どお D 

目盛りよ0少なめ 


目盛りよりをめ 


巧をあびつたらずぐほぐず 


おいしいごはんにけきあげる最をのれ上げでず。 
底のほラひらごはんをつぶさないよラに、大きく 
猫りおこずようにほぐしまず。ホ分な水巧気が逃 
ば.おいしいごはんにな0まず。 

巧さあがった後、そのまま巧溫する場合でを必ず 
ほぐしでください。 

なぜおこげびでをるの？ 

I 饮きあびったごはんのホ分な水分をと0、さ 
ばしさと風はををみ出ずためです。 

白米がのごはんを巧 
くとおこげがでさやず 
くなりまず。 

おこげが気になる方は、 

紙械とき竹にお米 パ^ ® 

を洗し、、米ヌヵをよく 響 

法としてから巧いてく 

ださい。 


おいしぐ保温 


か■のごはん，巧がま側面についにごはんはを满 
しやずくなりまずので、巧がまのや巧に盛るよう 
にしてぐださし、 

長時間ごはんを保温ずると、ごはんがを巧して黄 
巧し，風ほが損なわれまず。 

おいし<保温ずるために 

巧のことにごミま意ください 

•自米だけな温しましょラ。 

•1 2時上のな温はやめましょう。 

♦をえたごはんの温め直し、ごはんのつざた 
しを風株を巧ないまず。 

• しゃもじを乂打たままのイ呆温はやめましょう。 
■巧がまの場にごはん粒をつけたまま保通 
ずるとごはんが巧なして黄をずることがあ 
0まず。 

•ごはんを入れたままフラグを巧くのはやめ 
ましょう。 




















お手入れ 


お手入れずるとをは ■ 巧びま 


■フラグを巧き、本ながちめてからおこなってく ■スポンジなどのやわ5かいをのを使って、食器 

ださい。 用洗剤で洗ラ。 

■を器用な巧!をお使いください。 巧がまの巧•側は、洗って水気をふきとってくだ 



本が 


圓巧ったふさんでふく。 



みがや温度センサーにこび日つさがでさた5巧か 
い紙ヤスリ （600 番程な）に水をつけてこずりを 
とし.固くおつたふをんでふき■ます。 ‘ 


をおずるとおいし<かけないことがあ0まず。 
取り扱いはていねいに。 


フッ素被膜をいためないために 

•お米を別の容器で洗ラ。 ！ 

♦巧巧のしゃちじを保う。 j 

♦スフーンやるわんなどを入れて洗わない。 ! 

♦的は使わない。 

■巧味料を使つたらずぐ洗う。 

巧つている5ちに、みかをむらがあ6われること 
びありまずび、ごはんの巧ホあがりや巧を面には 
影 S あ0ませんのでそのままお使いください。 


かぶた_ P 巧ぶた-つゆ受-しゃもじ 


■水洗いしにを.よく水気をきる。 ■スポンジなどのやわ弓かいものを巧って.食器 

(2~3固娠って.水気ををり、巧かしてください） 用洗剤で洗ラ。 

♦巧部に異物が入らないように洗ってください。 か巧のたびお手入れを。 

♦を器洗し備や食器をなおは巧わないでくだごい。 夕 C 二 


浸^ 




■ 田 saga 曲田 

田—阻 B 由 I 



、;が巧お、'. 

知':，:;ザが夕濟中 

汚び巧巧し,— I ~~ 
た:;とホ巧飯や 

ご、..， . ，j タイマー. 
碱.…‘ぷ..セ欢わ中‘; 


ごはんがまだ溫かいラちは保适が継病され、巧揉作の必要はあ0ません H 
ごはんがぶえているときはフラグを巧を、巧びがちしないでくだごい。 
(いやなにおいやバヴツキの原因になりまず。） 

巧為にな0まず。キーを巧してか5 キーで饮巧し直してください。 
(停巧び長びいて巧び巧放したとき、巧きあが0が悪くなることがありまず。） 

セツトが取 D 消さ〇ます。をう一度^キーでセツトし直してください。 


他の器具で巧いたごはんを 
保為したいとき \ 

フラグを差し込み®キーぞ巧ず。の 3 D 分間のがまを温めてからごは 
んを入れてくだごい。 

巧がまびをお•なをしたとき 

お求めになった販売店などで巧しくお買いずめください。 

か废ランブが点巧して表示 
.部にを表示したとさ 

おホめになった販売店などにご相談ください。 

. 


※む上の点をお巧べいたださ、その上でご不審の点びちりました 5. お巧めになつた販売店などにご巧設ください。 
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存巧になった-フラグを巧いた場さ 


かぶずるとさにおいがする 


おホめを、最巧に巧飯ずるときはにおいがずる場合があります。ご巧 
用ととちになくなりまずのでそのままお使いください。 


キ~巧作びでをなし、 


ブラブはコンたントに差し込んでいまずか9 


多■につゆがたれる 


賊ずる 


こおう 


ふをこぼれる 


おこげがキツネ色になる 


におラ 


お:5かすざる 


しんが巧る(お S えになる) 


巧ずざる 


かけなし、 



2.]日 


4.9 


4.9 



んなとをは (次の点をお調べください) 


ごはんが 


をな温した。 


巧ぶたをつけちれた。 


ごはんをほぐさなかつた 。 i 


巧巧中にふたを巧けた。 


十米しなかつた。 


♦ £¥5まの！！や巧ぶたにごは 
んおなどがついている。 


• 2?3まのほび巧ぉしてぃた 
ぶ、や S 爱センサ—にい 
異巧がついている。 


-巧がま、巧ぶた、ふたの SB を 
されいにお手入れしなかった。 


♦違 I 中•プラグを巧いた〇、 
r 巧遇\切」キ—を巧した。 















































保証と アフターサービス (必ずお読みください) 


■保詰書(裏表紙についていまず） 

巧訟窗は、必ず!■お貞い上げ曰‘お巧巧を J など 
の記入をお巧けめのラえ、巧巧店から黄け取つ 
ていにださ巧容をよくお統みのあと大切に保管 
してくださし、 

• 保詔期間はお賈い上げの曰か61年でず。 


■修理料金の仕組み 

お巧料金=巧術料+部品げでず。 


技術料 

故»した»品を正巧に度 a ずるための巧をで 
す。巧術をの人な*、巧衡»ち*、巧ま!*器 
等設巧■、一おち巧■などがさま n ていまず。 

巧品代 

隹理に巧用した法呈化をでず。そのが修理に 
付巧する巧巧などをまむ塌さもあります。 


誦修理を依巧されるとをは 

「こんなとをは j の項目 （11 ベージ）にがって 
田べていただを.なお異常のおるとをはま后巧 
中止し、お資い上げの巧おちに巧理をご巧巧く 
ださい。 

• 巧班巧巧中は 

巧强こおしましては巧記書をご提示くださし、。 
な誌書の規定に'がって化巧店が化巧させてい 
ただをまず。 

• 巧旺巧田が遇ぎているとさは 
修埋ずれば使用できる場さには、ご巧望によ 
D 修理さだていだたをまず。 

■巧修用性能部品の最低な有期巧 

ジサー饮飯器の補格用な能部晶のるほが有期担] 
は巧造}了切を6年でず。 

• この巧間は巧巧を業ちの指 g によるちのでず。 
■ 巧修用性能部品とは、その商品の巧能を巧持 
ずるために必要なが品でず。 


■ご お居されるときは 
ご杞居によりお頁いずめの版巧店のアフタ-ヴ 
ービスを受け5れなくなるちちは、前をつて販 
売庙にご相談ください。ご坛居巧での曰なホ巧 
品の取扱店を紹介さだていたださまず。 

■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

あ理に巧ずるご裕说並びにご不明な点はお田い 
上げの販売店か別紙（黄色用紙「ご巧談な口一 
R 表」）のご相談お□にお巧い合わせください。 

■ミ肖耗部品について 
ブッシュはミ肖耗部品です。巧れやいたみびひど 
くなつたとをは、お買し1上げ店で下拉の 
が品を号の「ブッシュ」をお巧めになり、巧巧 
して < ださい。 



な晒佐は平巧9年2巧屏巧で，ミ肖賛おは含ま0てお0まだん。 


愛情点検 



長年ご巧用のジャーか巧器の点巧を 


_んなな巧はあ0ません か 


ブラグやコ—ドが g 巧にかくなる。 

コードに傷がついていた0、麻れると巧巧した 
D しなかった〇する。 

こげ興いにおいびする。 

lift 巧がひずんでいた0、巧がまがをおしている。 
その他の興巧.な: S * びおる。 


いソヤー巧拓おの巧宙用は能班品の》ほ 
なち巧問は、巧造巧切を6年でず。 


な W や擊巧防止のため、コ 
ンセントからブラグを巧し、 
て巧売店にご違巧くださし、。 
点巧-巧巧についての■用 
など巧しいことは化巧店に 
ご柜 I 巧くださし、。 


株式さ社曰立ホームテック 巧すを社曰立製作所 

干105栗巧が港屋西巧语 2— け-12 巧おじ 3)3502 -211’ 
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この料理巧!で使用して Vt る力 
]• ッフは、おカップ ISOmI 
i ； 0合>、その化の巧料1カッ 
I ブは 200 m 巧ず。 

g を巧込む場を!ま，2カジフ 
巧巧ません ci 
沖ちの»はおザの S ■のが- 
を 50%が函当でず《{おお t カッ 
I フに巧し具の置は45〜 75 g ) 
I •とろみの巧い巧味科や g せの 
化伯炼巧を巧ラとが fi が早 
めに巧ねかな胁かけをせん。 
ザ巧がと貝を驾せて巧ぐどうま 
’乂お TO いことがぁります。; 
.冰なはのま巧な料とがで巧びま 
か水位目巧0にをわせでぐだ 
をい。あ夏など水分を®う 
flO とをはかしみめに水なほ8 


日をこげ力がくなります • .i 
@5^^ご;^ホ儲しな! 
、でくださ1、。においや塞巧 


据畳巧と C やこの巧!泣みごはん 

[b i 約44分 J 


巧なに〜3人分） 

巧米 . 2カツフ 

お居巧（千切 0) 

. 於カツフ(約20居） 

ち0めんじゃこ 

. Vi カツフ（約 15 g ) 

巧 D かた 

〇おホを洗って「白米」のホ:位目 
おり2に水油巧します。 

©お米の上に塩昆布，ちりめん 
じゃこをのせ、キ…を巧 
しまず。 



巧温ランプ」び点行した5、 
負とごはんをよく混ぜほぐし 
ます。 


S ックススジタフ7しと 

スー3ンのじラフ 


CEB 9 

米]巧48分 J 


巧料（呂〜 3 人が 

巧ザ . 2カッフ 

を巧ミックスベジタスレ 

……' けッフ(約 lOOg ) 
4巧(做 Og ) 
……2個 





ベーコン 
固おスーフの巧 


巧0かた 

〇おザを洗って r 白米 J の水な目 
盛0 2に水加巧します。 

0がいた固おスープの巧を入れ， 
冷凍5ックスべジタブル（凍 
つたままでぶし)）と、已 mm 捆 
に切つたべーコンをお米の上 
にのだ、キーを巧します。 


® r 保温ランフ」びな巧したら、 
具とこはんをよくミ居せほぐし 
ます。 

★お巧みにより塩、こしようを 
ふつてください。 


なを黃ごはん 



巧巧に〜3人分） 

巧米 . 2カップ 

シーチキンを . 1巧(約孤 g ) 

泡;生姜 カジフ（約35呂) 

あごつさ . 3本 


巧0かた 

〇おホを洗って「白米」の水位目盛0 2 
に水如がします。 

© @キーを巧します。 


©「保温ランスび点灯したら、こはん 
に巧を切ったシーチキン、みじん切 
0にしになを姜、か□切 D にしたあ 
さつをを混ぜます。 

★行巧のお弁当などに。 



いをザゆ 



作0かた 

〇お米をない、1 cm 〜 1.己 cm 角に切 
つにごつまいらをのだ、「おかゆ J の 
水位目盛 D 1に水如巧し、孤分〜1 
時間ひたします。 

©メニューを「おかゆ]にして 
キーを巧します。 


©り呆温ランフ」び点•打しにら、おかゆ 
をかをおだてください。 

★お巧みに応じてちをふつてください。 
さつまいをの■が多すざると、重お 
占嘴くなつてを中でスイッチが切れ 
る場合がありまず。 
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